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平
成
29
年
８
月
10
日
（
木
）
、
吉
見
町
議
場
で
平
成
29

年
第
２
回
埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
議
会
定
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

会
議
で
は
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
提
出
議
案

は
報
告
１
件
、
議
案
５
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承

認
、
可
決
、
認
定
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。 

 

議
長
に
小
林
周
三
氏
（
吉
見
町
）
が 

就
任
し
ま
し
た 

 

会
議
で
は
岩
崎
勤
氏
（
吉
見
町
）
が
組
合
議
員
を
辞

職
し
た
た
め
不
在
と
な
っ
て
い
た
議
長
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
指
名
推
選
に
よ
り
小
林
周
三

氏
が
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
斎
藤
雅
男
氏
（
東
松
山
市
）
が
組
合

議
員
を
辞
職
し
た
た
め
不
在
と
な
っ
て
い
た

議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
は
、
江
森
誠
一
氏

（
桶
川
市
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

―
平
成
28
年
度
決
算
の
状
況
― 

【
歳
入
】
構
成
市
町
村
負
担
金
は 

２
億
８
，
９
９
１
万
１
，
０
０
０
円 

平
成
28
年
度
の
歳
入
は
、
予
算
現
額
４
億
１
，

６
０
２
万
７
，
０
０
０
円
に
対
し
、
収
入
済
額
は

３
億
８
，
５
５
１
万
１
，
３
５
８
円
、
そ
の
割
合

は
92
・
66
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。 

均
等
割
10
パ
ー
セ
ン
ト
、
人
口
割
90
パ
ー
セ
ン
ト
で
計

算
さ
れ
る
構
成
市
町
村
の
負
担
金
（
内
訳
は
表
１
の
と
お

り
）
は
２
億
８
，
９
９
１
万
１
，
０
０
０
円
で
、
歳
入
の

75
・
20
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。 

国
か
ら
施
設
整
備
事
業
に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
交
付

さ
れ
た
循
環
型
社
会
形
成
推
進
交
付
金
は
、
１
，
１
９
７

万
７
，
０
０
０
円
で
し
た
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
の

繰
越
金
は
８
，
３
５
７
万
６
，
２
４
９
円
、
定
期
預
金
利

子
や
情
報
公
開
複
写
作
成
費
等
の
諸
収
入
は
４
万
７
，
１

０
９
円
で
し
た
。 

【
歳
出
】
事
業
費
は 

 
 

 
 

 

１
億
７
，
４
９
５
万
５
１
７
円 

 

平
成
28
年
度
の
歳
出
は
、
予
算
現
額
４
億
１
，
６
０
２

万
７
，
０
０
０
円
に
対
し
、
支
出
済
額
は
３
億
３
，
０
３

８
万
２
，
８
０
７
円
、
執
行
率
は
79
・
41
パ
ー
セ
ン
ト
で

し
た
。 

22
人
分
の
議
員
報
酬
等
の
議
会
費
は
４
５
８
万
９
，
８

５
８
円
、
正
副
管
理
者
及
び
職
員
４
人
分
の
給
料
、
各
種

委
託
料
、
電
算
シ
ス
テ
ム
等
の
使
用
料
な
ど
の
総
務
費
は

１
億
５
，
０
８
４
万
２
，
４
３
２
円
、
職
員
４
人
分
の
給

料
、
各
種
業
務
委
託
料
（
内
訳
は
表
２
の
と
お
り
）
、
施
設

整
備
基
金
積
立
金
な
ど
の
事
業
費
は
１
億
７
，
４
９
５
万

５
１
７
円
で
し
た
。 

組
合
の
財
源
を
調
整
し
て
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う

た
め
の
財
政
調
整
基
金
の
年
度
末
現
在
高
は
１
億
１
，
１

６
２
万
８
，
０
０
０
円
、
施
設
の
整
備
に
必
要
な
財
源
を

確
保
す
る
た
め
の
施
設
整
備
基
金
残
高
は
１
億
円
で
し
た
。 

会
計
管
理
者
か
ら
決
算
の
細
部
説
明
が
さ
れ
た
後
、
加

藤
正
雄
監
査
委
員
か
ら
「
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
」
、
「
今
後
も
予
算
執
行
に
あ
た

っ
て
は
、
計
画
的
な
執
行
管
理
に
努
め
、
組
合
業
務
の
円

滑
な
推
進
の
た
め
に
、
な
お
一
層
の
努
力
を
要
望
し
ま
す
」

と
、
決
算
審
査
意
見
書
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

な
お
、
当
初
予
定
し
て
い
た
事
業
の
う
ち
施
設
整
備
基

本
設
計
策
定
業
務
委
託
は
、
平
成
28
年
度
内
に
支
出
を
終

わ
ら
な
い
見
込
の
た
め
、
繰
越
明
許
費
と
し
て
平
成
29
年

度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。 

 

給
与
に
関
す
る
条
例
と 

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
を
改
正 

報
告
は
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
で
、
施
設
整
備
業
務

委
託
事
業
５
，
０
０
０
万
円
を
繰
り
越
す
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
等
級
別
基
準
職
務
表
を
追
加
）
の
専
決
処
分
、

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
（
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
育
児
に
係
る
子
の

範
囲
を
拡
大
）
に
つ
い
て
も
、
原
案
ど

お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
予
算
の
総
額
を
５
億

５
，
０
６
６
万
２
，
０
０
０
円
と
す
る

も
の
で
、
歳
入
は
前
年
度
繰
越
金
の

確
定
に
よ
る
５
６
６
万
２
，
０
０
０

円
の
増
、
歳
出
の
主
な
補
正
は
、
財
政

調
整
基
金
積
立
金
５
３
８
万
６
，
０

０
０
円
、
新
た
に
設
立
す
る
地
元
地

域
事
業
推
進
連
絡
会
議
補
助
金
24
万

円
な
ど
で
す
。 

 
 

市 町 村 金  額 （円） 割 合 （％） 

東松山市 ８３，９２２，０００  ２８．９５  

桶 川 市 ７０，９３３，０００  ２４．４７  

滑 川 町 １９，２０８，０００  ６．６３  

嵐 山 町 １９，５２７，０００  ６．７４  

小 川 町 ３１，９３３，０００  １１．０１  

川 島 町 ２３，３２６，０００  ８．０５  

吉 見 町 ２１，３３８，０００  ７．３６  

ときがわ町 １３，９００，０００  ４．７９  

東秩父村 ５，８２４，０００  ２．０１  

合 計 ２８９，９１１，０００  １００．００  

※金額は均等割額 10%、人口割額 90% 

割合の合計は端数処理のため一致しません 

施設整備基本計画策定業務委託料 

環境影響評価業務委託料 

現況調査業務委託料 

地質調査業務委託料 

PFI 導入可能性調査業務委託料 

技術支援業務委託料 

土地評価業務委託料 

4,633,200 円 

1,944,000 円 

19,980,000 円 

5,616,000 円 

3,758,400 円 

6,696,000 円 

596,160 円 

 

第
7
号(

平
成
29
年
9
月
25
日
発
行)

 

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合 

平
成

28
年
度 

埼
玉
中
部
資
源
循
環
組
合
決
算 

 

歳
出
の
総
額
は 

３
億
３
，
０
３
８
万
２
，
８
０
７
円 

【表１ 平成 28 年度の構成市町村負担金】 

【表２ 事業費の業務委託】 

詳しい情報は、組合のホーム 

ページでもご覧いただけます。 

http://www.town.yoshimi.saitama.jp 

/chuukouclean/index.html 
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７
月
20
日
（
木
）
、
吉
見
町
福
祉
会
館
２
階
会
議
室
で
開

催
し
た
平
成
29
年
第
３
回
正
副
管
理
者
会
議
で
、
新
ご
み

処
理
施
設
整
備
の
事
業
方
式
を
DBO
（
デ
ィ
ー
・
ビ
ー
・
オ

ー
、
公
設
民
営
）
方
式
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

―
建
設
検
討
委
員
会
の
提
言
書
― 

「
最
も
適
し
て
い
る
の
は
DBO
方
式
」 

 

組
合
で
は
、
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
事
業
方
式
を
検

討
す
る
た
め
、
４
月
27
日(

木)

、
ご
み
処
理
施
設
等
建
設

検
討
委
員
会
に
事
業
方
式
に
つ
い
て
諮
問
を
し
ま
し
た
。

諮
問
を
受
け
た
建
設
検
討
委
員
会
で
は
、
３
回
の
委
員
会
、

事
業
方
式
に
関
す
る
勉
強
会
、
先
進
地
視
察
を
通
じ
て
諮

問
事
項
の
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

６
月
30
日
（
金
）
、
建
設
検
討
委
員
会
の
内
野
正
美
委
員

長
か
ら
管
理
者
に
『
提
言
書
』
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
建

設
検
討
委
員
会
は
「
事
業
方
式
に
つ
い
て
、
PFI
導
入
可
能

性
調
査
報
告
書
を
基
に
検
討
し
た
結
果
、
DBO
（
公
設
民
営
） 

方
式
が
最
も
適
し
て
い
る
」
と
提
言
し
ま
し
た
。 

     

経
済
性
に
優
れ 

採
用
実
績
が
最
も
多
い
事
業
方
式 

 

建
設
検
討
委
員
会
は
、
DBO
方
式
が
最
も
適
し
て
い
る
と

し
た
理
由
と
し
て
、
次
の
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

①
公
共
負
担
額
が
最
も
少
な
く
、
経
済
性
に
優
れ
た
事

業
方
式
で
あ
る
た
め
。 

②
発
注
者
が
組
合
と
な
り
、
公
共
に
よ
る
事
業
管
理
の

担
保
が
見
込
ま
れ
る
た
め
。 

③
近
年
に
お
け
る
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
事
業
方
式
と

し
て
は
、
DBO
方
式
の
採
用
実
績
が
圧
倒
的
に
多
く
、

信
頼
性
の
高
い
事
業
方
式
で
あ
る
こ
と
。 

ま
た
、
建
設
検
討
委
員
会
か
ら
は
、
VFM
（
バ
リ
ュ
ー
・

フ
ォ
ー
・
マ
ネ
ー
、
支
払
い(
M
o
n
e
y
)

に
対
し
て
最
も
価
値

の
高
い
サ
ー
ビ
ス(

V
a
l
u
e
)

を
供
給
す
る
と
い
う
考
え
方
）

を
最
大
化
す
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
、
地
元
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
な
事
業
内
容
と
す
る
こ
と
、

と
の
要
望
が
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。 

建
設
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受
け
て 

正
副
管
理
者
会
議
で
決
定 

 

建
設
検
討
委
員
会
の
提
言
を
受
け
て
、
７
月
20
日
（
木
）

に
開
催
し
た
正
副
管
理
者
会
議
で
、
新
ご
み
処
理
施
設
整

備
に
係
る
事
業
方
式
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
事
業
方
式
は
DBO

方
式
と
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

 

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
の
事
業
方
式
は 

DBO
（
公
設
民
営
）
方
式
に
決
定 

Ｄ Ｂ Ｏ
ディー・ビー・オー 

方式 

（Design
デ ザ イ ン

 Build
ビ ル ド

 Operate
オ ペ レ ー ト

）とは・・・ 

PFI（民間の資金と経営能力・技

術力を活用し、公共施設等の設

計・建設や維持管理・運営を行う

公共事業の手法）事業者に設計

（ﾃﾞｻﾞｲﾝ）、建設（ﾋﾞﾙﾄﾞ）、運営（ｵﾍﾟ

ﾚｰﾄ）を一括して委ね、施設の所有

と資金調達は公共が行います。設

計と建設が一体化している方が効

率的である場合や、初期投資が数

百億円に上るなど、民間での資金

調達が困難である場合に採用され

ることがあります。（全国地域 PFI

協会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞより） 

△平成 29 年度第 2 回ごみ処理施設等建設検討委員会 ‐5 月 17 日(水) - 

 

周辺施設整備の具体的な検討が始まりました 
『新ごみ処理施設整備構想』では、一般廃棄物処理熱回収施設と周辺施設の整備は『一般廃棄物処理熱回収施設等整備事業』として一体的に取り 

組むこととしています。また、『新ごみ処理施設整備基本計画』では、建設する建物、配置する施設、全体配置計画（案）を決定しました。 

周辺施設の整備に関するこれまでの協議、検討の経過と今後の手順は、下図のとおりです。 

地 区 別 説 明 会 

『新ごみ処理施設整備構想』（H26.3/26、協議会） 

3 基本方針 

(2)施設整備の基本理念 (3)一般廃棄物処理熱回収

施設等整備事業に係る基本的な考え方 (4)施設の整

備方針 (5)具体的方策 

5 周辺整備施設の検討 

(2)周辺整備施設 

6 配置計画例 

『新ごみ処理施設整備基本計画』（H29.1/27、正副管理者会議） 

7 配置計画の検討 

(2)建設する建物 (3)配置する施設 (4)配置計画（案） 

『周辺施設整備基本計画(素案)』

のとりまとめを依頼(H29.7/27) 

地元地域事業推進連絡会議 

■区長（東第二地区、芝沼地区） 

■住民代表 ■吉見町 ■川島町 

構 成 市 町 村 

正 副 管 理 者 会 議 

副 市 町 村 長 会 議 

幹 事 会 

組合議会 
【報告】 

地区別説明会(H28.12/18～12/25、6 回、参加者 52 名) 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ(H28.12/9～12/26、意見:5 名、37 件) 

建設検討委員会(H28.11/16、12/8、H29.1/12) 

【諮問・提言】 

ア ン ケ ー ト 調 査 

『周辺施設整備基

本計画（案）』 

吉見町、川島町 

『協定書』（H26.12/25）  

【協議事項】「組合及び構成団体は新ごみ処理施設整

備構想（平成 26 年 3 月埼玉中部広域清掃協議会策

定）に掲げる周辺関連施設の整備及び維持管理に関

する事項を協議する」 

埼玉中部広域清掃協議会 

『事業推進に関する確認』（H28.2/1、正副管理者会議） 

埼玉中部資源循環組合 

『周辺施設整備

基本計画』 


